
環境部会の取組について（案） 
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  全体テーマ 心が響きあう地域づくり 

①地球温暖化の現状と課題 

「「「エエエコココのののまままちちち   あああさささおおお」」」ののの推推推進進進   

～～～持持持続続続可可可能能能ななな地地地域域域社社社会会会ののの創創創造造造ををを目目目指指指しししててて～～～

●温室効果ガスの増加/平均気温の上昇

/増加する集中豪雨（CO2排出構造の変化） 

●緑地や農地の減少 

②これまでの取組 

●区役所屋上に太陽光パネルを設置 

●ゴーヤーのカーテン大作戦 

●グリーン電力購入 

●ハイブリッド車の導入 

●エコオフィスの取組 

●里地里山フォーラム 

●花いっぱい事業 

●エコウェーブの実施 

●自然エネルギー活用促進実行委員会 

・出前授業、連続講座の実施、施設見学会、 

おひさまと遊ぼう開催、ニュースの発行 

●講演会（講師 末吉竹ニ郎 川崎市参与） 

③課題解決に向けた考え方 

発生源 1990 年 2005 年 

家庭 1,156.6  1159.4(1.38) 

業務 742.9  840.8(1.13) 

自家用車 289.0  435(1.51) 

貨物用自動車 485.3  427.5(0.88) 

主 

な 

発 

生 

源 産業 18,020.8  18810.8(1.04) 

計 22,797.0  23853.8(1.05) 

人口(1990 年を 1.00) 1.00  1.13  

課題の把握・絞込み 
 

課題解決の実践的取組に 
向けた検討(担い手など) 

課題解決の実践的取組に 
向けた調整(担い手など) 

取組の 
検証 

取組の実践 
(モデル実施) 

区長に 
報告 

③-1 身近な地域から温暖化対策を実践 
 
・川崎市地球温暖化対策地域推進計画、カ

ーボン・チャレンジ川崎エコ戦略（ＣＣ

かわさき）等と連動し、家庭におけるＣ

Ｏ2削減を推進する。 
 
・エコマインドの醸成、エコの普及啓発活

動を展開する。 

③-2 身近な地域から緑化活動等を実践 
 
・川崎市環境基本計画、緑の基本計画等を

踏まえ、身近な地域から実践的な緑化活

動を行う。 
 
・麻生区の地域特性である農を活かしたま

ちづくりを進める。 
 
・里地・里山を活かしたまちづくりを進め

る。 

④プロジェクト(案)  
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ル 
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⑥取組の検証 

 

成功 

 

失敗 
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失敗 

 

 

 

 

 

 

⑦ 

区 

 

長 

 

に 

 

報 

 

告 

④-1  レジ袋削減に向けたエコバックの 

普及啓発  

検討課題 
●プロジェクトの担い手 

●進め方 

●関係機関との調整 

④-3 生ごみの堆肥化などの推進 

検討課題 
●プロジェクトの担い手 

●進め方 

●関係機関との調整 

④-4 地産地消の推進 

検討課題 
●プロジェクトの担い手 

●進め方 

●関係機関との調整 

麻生区では、区役所屋上に設置した太

陽光発電設備を活用し、自然エネルギ

ーの活用促進、省エネルギーを目的と

して実行委員会を立ち上げ、区民と行

政が協働し、普及啓発活動を展開して

いる。 

麻生区では、里地・里山フォーラムや

市民健康の森の活動、あさお生きごみ

隊や環境を考える会による生ごみリサ

イクルなどの活動が行われている。 

④-2 環境家計簿の作成 

検討課題 
●プロジェクトの担い手 

●進め方 

●関係機関との調整 

資料 5 

●４大学連携事業 

・子ども向け地球環境ミュージカル開催 
「もぐもぐマンとザンパンせいじん」 



 


